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現代日本語において，移動動詞とともに用いられる場所名詞(以下，格の

表示に際しては「園jとする)の格のうち，移動の開始場所を表すのは「園

固からJ(W函館かιくる』など) I医買をJCW教室を でる』など)，移動
中の場所を表すのは「雇圏をJ(~海岸通りを あるくJなど)，移動の終了場
所を表すのは「陽所|までJ(W小樽まで くる』など) I陽所|に/へJ(~家に/へ
いく』など)，移動の目的地を表すのは「厚司に/へJ(~宿に/へむかう』な
ど)である。これらの事実から，場所名詞の格のどのような相互関係，およ

び，移動動詞の語葉的意味のどのような特性が明らかになるだろうか。

「陽所|から」は，結合相手の移動動詞に依存せずに移動の開始場所を表す。

開安維る移動は線的にとらえられる。「匿週をj は，結合相手の移動動詞に依

存して出発地点あるいは経由地点を表す。出発あるいは経由は点的にとらえ

られる。これは結合相手の移動動詞の語葉的意味の特性の現れである。「園

まで」は，終了にいたる移動を線的にとらえることができる動詞とともに用

いられ，移動の終了場所を表す。「園に/へ」は，結合相手の移動動詞に依

存して到著地点あるいは移動の目的地を表す。到着は点的にとらえられる。

これも結合相手の移動動調の語葉的意味の特性の現れであるの
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1 移動と場所

1.1 移動の開始場所・移動中の場所園移動の終了場所を表す場所名調の格

現代H本語において，空間移動を表す動調(以下「移動動調」と呼ぶ)は，

さまざまな格の場所名詞(以下「場所名調」と呼び，その格は「闘を/に/

へ/から/までJと表記する)とともに用いられるが，どの格がどのような場所

を表しているだろうか。

移動には，開始(出発)・中開(移動中)・終了(到着)という段階がある。

それらと直接関係する場所として，移動の開始場所・移動中の場所・移動の終

了場所がある，といえる。そこで，場所名詞のどの格が，移動の開始場所・移

動中の場所・移動の終了場所のうちのどれを表しているのか，また，表される

場所として上記以外に何があるかを，具体的な使用例からみてみる。

(1)わたしたちは函館から小樽まで船で来たんですけれど，わたしは船に

弱くて酔いましてねえ。(~塩狩峠~ 231) 
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例 1~函館から 小樽まで くる』では， r函館から」が移動の開始場所を，
「小樽まで」が移動の終了場所を表していて， r函館jにおいて開始され， r小
樽Jにおいて終了する移動が示されている。

(2)郡司は，金主主三主出て， トルコの海峡管制官が下りていったハッチま

で行き，そこで立ちどまった。(~雲の宴・上~ 419) 

例 2~食堂から でる』では， r食堂から」が移動の開始場所を表していて，
「食堂」において開始される移動が示されている。

(3)生徒全員が整室主出たと思っていたが，窓際の一番後ろの席に，一人

の女生徒が残っている。(~幻世の祈り~ 90) 

例 3~教室を でる』では教室を」が移動の開始場所を表していて教
窒j において開始される移動が示されている。

(4)磨き終えた研司が，馬見原の前を通って，布団のほうへ進みかけ，寝

室の手前でこちらを振り返る。(~幻世の祈り~ 62-63) 

例 4~馬見原の前を とおる』では馬見原の前を」が移動中の場所を表
していて馬見原の前Jにおいて行われる移動が示されている。

(5) 郡司薫は，黒人たちが集る海岸通りを，端から端まで，歩いた。(~雲
の宴@下~ 30) 

例 5~海岸通りを端から 端まであるく』では海岸通りを」が移動
中の場所を， r (海岸通りの)端からJが移動の開始場所を， r (海岸通りの)端ま
でjが移動の終了場所を表していて，海岸通りの「端Jにおいて開始され，海

岸通りのもう一方の「端」において終了する海岸通り j において行われる

移動が示されている。

(6) あの雨の夜に，校庭の桜の木の下まで行ったのは，信夫と吉川だけで

あった。(~塩狩峠~ 61) 

例 6~桜の木の下まで いく』では桜の木の下までj が移動の終了場所
を表していて桜の木の下Jにおいて終了する移動が示されている。

(7)翌日，いつものように塾が終わると，昼食のパンを持って，ぼくたち

はおじいさんの家に行った。(~夏の庭~ 150) 

例 7~おじいさんの家に いく』ではおじいさんの家に」が移動の終了
場所を表していて， rおじいさんの家Jにおいて終了する移動が示されている。

(8)新幹線とフェリーに乗って島に着いたぼくたちは，パスで、宿に向かっ
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た。(~夏の庭Jl 170) 

例 8~島に つく』では島に」が移動の終了場所を表していて島」に
おいて終了する移動が示されている。

(9)隆士が来たころから，貞行は菊といっしょによく教会へ行っていた。

(~塩狩峠Jl 109) 

例9~教会へ いく』では教会へ」が移動の終了場所を表していて r教
会」において終了する移動が示されている。

(1 0) なんの用意もなく亜室畳二着いてしまうわけにもし、かない。(~丘の上
の向日葵Jl276) 

例1O~研究所へ つく』では， r研究所へ」が移動の終了場所を表していて，
「研究所」において終了する移動が示されている。

(10新幹線とフェリーに乗って島に着いたぼくたちは，パスで、宣i三向かっ
た。(~夏の庭Jl 170) 

例 11~信に むかう』では宿に」が移動の目的地を表していて宿J
をめざす移動が示されている。

(12)生徒たちが一斉に席を立ち，絵筆やパレットを洗うために隅の流し台

二向かった。(~幻世の祈りJl 88) 

例 12~流し台へ むかう』では， r流し台へJが移動の目的地を表していて，
「流し台」をめざす移動が示されている。

以上をもとに，移動動調とともに用いられる場所名詞のどの格が，移動に関

するどのような場所を表しているかをまとめる。

① f圏内 =移動の開始場所を表す

(倒 1~璽鎧主主小樽まで くる』例 2~金主主主でる』例 5 ~海岸通り
を端から端まであるく』から)

② 「園を移動の開始場所を表す

(例3~整室主でる』から)
③ 「園を移動中の場所を表す

(例 4~馬見原の前を とおる』例 5~海岸通りを端から端まであるく』
から)

④ 「園まで移動の終了場所を表す

(例 1~商館から企撞主主来る』例 5 ~海岸通りを端から撞主主あ
るく』例6~桜の木の下までいく』から)
⑤ 「闘に移動の終了場所を表す

(伊tl7~おじいさんの家に いく』例 8~皇ζ つく』から)
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⑥ 「園へ移動の終了場所を表す

(例 9~整会三いく』例 10 ~査室盟三つく』から)
⑦ 「闘に移動の目的地を表す

(例 n~宣ζ むかう』から)

⑧ 「園へ移動の目的地を表す

(例 12~遮L主二三むかう』から)

この対応関係を，移動に関するどのような場所を9 場所名調のどの格が表す

か，という形でまとめなおすと，以下のようになる。

移動の開始場所を表す格は園からJI園をJ2種類である。

移動中の場所を表す格は陽所|をJ1種類である。

移動の終了場所を表す格は， I場固までJI園にJI園へJ3種類である。

これらのうち闘に」と「場週刊に関しては，例 7~おじいさんの家ζ
いく』は『おじいさんの家三いく』に，例 8~島ζ つく』は『島二三つく』
に，それぞれ言い換え可能で、あり，一方，例 9~教会ここ いく』は『教会ζ い
く』に，例1O~研究所へつく』は『研究所につく』に，それぞれ言い換

え可能である。このように，移動の終了場型企表す「匿司に」と「匿亙へJ

は置き換え可能であるので，以下では陽所|に/へ」として一括して扱う。

以上のほかに，移動の目的地を表す格丘三， I匿司にJI匿冨へJ2種類が

ある。例 11~宿にむかう』は『宿へむかう』に，例 12 ~流し台へむか

う』は『流し台に むかう』に，言い換え可能である。このように， 11場所|に」

と「雇圏へ」は，移動の目的地を表す場合にも，移動の終了場所を去手場金

同様，畳き換え可能であるので，以下では，移動の目的地を表す場合にも， I陽|

固に/へ」として一括して扱う。

移動の開始場所と移動の終了場所とが複数の格によって表し分けられてい

るのに対し，移動中の場所を表す格，移動の目的地を表す格は，それぞれ 1

種類ずつしかない。

では，ある移動動詞が，特定の格の場所名詞とともに用いられることから，

その格の文法的意味について，および¥移動動詞の語葉的意味の特性について，

どのようなことが明らかになるだろうか。

1.2 先行研究

現代日本語において，特定の格の名詞と動詞との結合関係が，その動詞の語

葉的意味(の特性)と密接に関係することは，奥田靖雄(1968-72)，宮島達夫

(1972) ，村木新次郎(1991)など，多数の研究によって紹介されている。

特定の格の名詞と動調との結合関係について具体的で詳細な記述がなされ

ているのは，奥田(1962，]968-72)，渡辺友左(1963)，荒正子(1975，1977) 

という，一連の「連語」研究である。奥田(1962:291)は闘にj と移動

動詞の結合について方向性をもった移動動詞」と「に格の名詞」のくみあ

わせによって「ゆくさきのむすび、つきができる。」としている。渡辺(1963:343) 

は方向性をもった移動動詞」と「へ格の名詞」のくみあわせによって「ゆ

くさきのむすびつきができる。Jとしている。また，奥田(1968-72:140)は，

園を」と移動動詞の結合についてうつりうごくところJIとおりぬけ
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るところJrはなれるところ」という下位分類をおこなっている。荒(1975:
398-404)は， rから格の名詞jが「移動動作をしめす自動調」とのくみあわせ
で r<<出発点》あるいは《でどころ))Jを， r移動動作を様態の側面からとらえ
る動詞」とのくみあわせで r<<起点》あるいは《はじまり場所))Jを表す，とし
ている。また，荒(1977:456-461)はまで格の名詞」が， r移動動作を方向
性という観点からとらえている動詞j とのくみあわせで「移動の範囲J(条件

によっては「移動のいきさきJ)を移動動作を形態という観点からとらえて

いる動詞j とのくみあわせで r<<終点))Jを表す， としている。
特定の格の場所名詞と移動動詞の結合を動調の分析に応用した例として，ほ

かにも以下のような研究がある。

宮島 (1972:202)は経過点をあらわす目的語 r，-，..，を」をとるかどうか」
を移動のどの「段階に重点をおいて表現しているか」の根拠の一つにあげてい

る。

寺村秀夫(1982:102-120は， r移動の動詞」を rr特定化された」場所の表
現と特に縁が深いJとし補語」が「仕手 (X)→Xガ，出どころ (y)→Y

ヲ/yカラJである rr出ノレ」動きJ，r補語」が「仕手 (X)→X ガ，通りみ
ち (y)→Yヲ，出どころ (V)→Vカラ，到達点(あるいは目的地)(W)→W 

へ/wニJである rr通ル」動きJ，r補語」が「仕手 (X)→Xガ，到達点 (y)
→Yニ，出どころは)→Zカラ」である rr入ノレ，着ク;泊マノレ」類J，r補語」
が「仕手 (X)→Xガ，到達点(あるいは目的地)(y)→Yへ/yニ，出どこ
ろ (Z)→Zカラ，通りみち (W)→W ヲjである「行ク，来ル，帰ル，戻ノレj

というグノレープをたてている O

村木(1991:147)は名詞と動詞とのあいだになりたつ関係概念」を「叙

述素jと呼び， r空間的起点J[ガ/ヲ，カラ](r弟が部屋から 出る」など)
「空開的着点J[ガ/ヲ，ニ](r父が会社に行く jなど)r方向J[ガ/ヲ，
へ]cr妻が 市場に通うJなど) (引用者注:以上の「ヲ」は他動詞の直接
対象) r空間J[ガ，ヲ](rみんなが坂道を登る」など)という「叙述素」
をたてている。

今度は，格の相互関係についての研究をいくつかみてみる。

城田俊 (1981)は助詞に後接される語(名詞)が示す事柄に，他の事柄

( (中略)用言が示す動作・作用・状態@性質)が向けられていることj とい

う「指向性J，r助詞に後接される語(名詞)が示す事柄が，他の事柄に対して
周辺に位することjという「周辺性JU間接的J)，r用言の示す事柄は， (中略)
体言の示す事柄の範囲(限界)内に存在するか，その範囲内に到達して」いる，

という「範囲内性心さらに「同列性」という 4つの「意味上の特徴」を設定

しヲ」に「指向性J，rへ」に「指向性」と「周辺性心「ニ」に「周辺性J
と「範囲内性J，rカラ」に「指向性」と「範囲内性J，と「マデ」に「指向性」
と「周辺性」と「範囲内性」をわりあてている。

村木(1991:144-147)は構文のかなめとなり，主語や目的語の機能をは

たす文法格」である「ガ，ヲ，ニ(与格)J， r広義の場所格Jである「ニ(位
格)，カラ，へJ，r抽象的な関係をあらわす関係格Jである「ニ(依拠格)，ト，
ヨリ」といった分類をおこなっている。

1.3 本稿の目的
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奥田(1968-72)他の「連語」研究は，個別の格記述を目的としていて，個々

の格と動詞との結合関係については詳細な記述がなされているが，格の相互関

係については正面からとりあげられているわけで、はない。宮島(1972)他の研

究においても，目的は動詞を中心とした個別の記述である。

一方，城田(1981)は，格の相互関係を産接の対象としているが，全体像を

明らかにすることを目的としていて，名詞の格と動調との結合関係が具体的に

とりあげられているわけではない。

本稿では，現代R本語における，特定の格の場所名詞と移動動調との結合関
係、を記述し，それぞれの格の文法的意味を検討することによって，移動動詞と

結合している場所名調の用法という範囲で，格のどのような相互関係が明らか

になるのか，そして，移動動詞の語葉的意味のどのような特性が明らかになる

のかをみていきたい。

2 移動の開始場所を表す「闘から』と「闘を』

1では， r匿司からJr匿Emを」という 2種類の格が移動の開始場所を表すこ
とをみた。では9 移動の開始場所が陽所|からJによって表される場合と，

「塵週をJIこよって表される場合とには，Eのような違いがあるのだろうか。

2.1 移動の開始場所を表す rl場所|から』
はじめに匿司から」が移動の開始場所を表している場合をみる。

f陽所|から」は， 1の例 1~商館から小樽まで くる』例2~食堂から で
る』例 5~海岸通りを端から 端まであるく』どの例においても，つまり，

『くる~ ~でる~ ~あるく』どの動詞とともに用いられている場合においても，
移動の開始場所を表している。「園から」は，どのような移動動詞とともに

用いられでも，移動の開始場所を表すのだろうか。「園からj が上記以外の

動詞とともに用いられている例をみてみる。

(13) 走って出てみると，父が車から降りるところだ、った。(~塩狩峠~ 32) 
(14)信夫は，三堀峰吉が給料紛失の犯人であることに気づいたが，三堀と
いう人開が，このまま瞳墨色主去るのは憐れに思われた。(~塩狩峠~268)

例 13~車から おりる』では車からjが移動の開始場所を表していて，
「車」において開始される移動が示されている。例 14~職場から さる』で
は， r職場から」が移動の開始場所を表していて， r職場jにおいて開始される
移動が示されている。これら 2 つの例から園から」が『おりる~ ~さる』
とともに用いられている場合にも，移動の開始場所を表すことがわかる。

さて，例2~食堂から でる』例 13~車からおりる』例 14 ~職場から さ
る』は， r聞から」が単独で用いられている例である。一方，例 1~函館か
ら小樽までくる』では「園まで、」が「園からJと共起しており，例5

『塑空通りを端から 端まであるく』では「匿薗を」と「震直望で、Jが

「陽所|からJと共起している。そこで次に，他の格の場所名詞が「場所|からj

と共起している例をみていく。
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第 lに，移動中の場所を表す「厨をjが「闘から」と共起している例

をあげる。上記の例 5~海岸通りを端から 端まで あるくJは，移動中の
場所を表す「園をJ，および，移動の終了場所を表す「園まで、Jが「固

からJと共起しているが，ここでは「匿週をJのみが「跨萌から」と共起し

ている例をみる。

(15)学校に入るには，長い坂を登り，橋を渡って正面から入る方法と， J~ 

から一直線に国道の下の川べりを通り，校庭の方からあまり使われてい

ない崖下の細い階段を登ってし、く方法とがある。(~六番目の小夜子』
292) 

(16)英子の車は見付の方へ向うと，途中で左折してーツ木通りから TBS

の:乞i主主ぬけ，関静な住宅街に入る。(~悪霊の午後・上~ 116) 
(17) r乏三主主援をおりて。……J(~丘の上の向日葵~ 148) 
(] 8)大通りから境玄下って木造家屋のごたごた並ぶ界隈に入ると，いつも

なら「ごとごと・がたんJが聞えるのに，その日は妙に静まり返ってい

た。 (W雲の宴・上~ 169) 

例 15では駅から」が移動の開始場所を， r JIIべりを」が移動中の場所を
表していて， w駅から 川べりを とおる』によって， r駅」において開始され，
「川べり jにおいて行われる移動が示されている。例 16ではーツ木通りか

らJが移動の開始場所を， rTBSのそばをJが移動中の場所を表していて，

『ーツ木通りから TBSのそばを ぬける』によってーツ木通り」におい

て開始され， rTBSのそば」において行われる移動が示されている。例 17では，

fそこからJが移動の開始場所を坂を」が移動中の場所を表していて， wそ
こから 坂を おりる』によって， rそこ」において開始され坂」において
行われる移動が示されている。例 18では， r大通りから」が移動の開始場所を，
「坂を」が移動中の場所を表していて， w大通りから 坂を くだる』によっ
て， r大通り」において開始され， r坂」において行われる移動が示されている。
以上，例 15-18では， w とおる~ wぬける~ wおりる~ wくだる』が用いられ，

『麗圏から 匿亙習を ~する』によって，場所①において開始され，場

所②において行われる移動が示されている。

第2に，移動の終了場所を表す「園に/へJが「園から」と共起してい

る例をあげる。

(1 9) 金堂主主主廊王r;出ると，すぐ右手にハッチがある。 (W雲の宴・上~421) 
(20) その家から満州合護った。 (W幻世の祈り~ 83) 

(21)たまたま，亙亙色!i札幌l三来た年の冬，寒い街頭で路傍伝道をしてい
る伊木という先生の話をわたくしは聞きました。 (W塩狩峠~ 308) 

(22)教師の吉田が先頭に立って，国道主主況原'"と降りる。 (W六番目の小
夜子~ 117) 

例 19では食堂から」が移動の開始場所を廊下にj が移動の終了場所

を表していて， ~食堂から 廊下に でる』によって， r食堂Jにおいて開始さ
れ廊下」において終了する移動が示されている。例 20では， rその家から」
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が移動の開始場所を満洲へ」が移動の終了場所を表していて， ~その家から
満州へ わたる』によってその家」において開始され満州」において終

了する移動が示されている。例21では， ["東京から」が移動の開始場所を， ["札
幌にjが移動の終了場所を表していて， ~東京から 札幌に くる』によって，
f東京」において開始され， ["札幌」において終了する移動が示されている。

例22では国道から」が移動の開始場所を河原へ(と)Jが移動の終了場
所を表していて， ~国道から 河原へ(と) おりる』によって国道」におい
て開始され河原」において終了する移動が示されている。

以上，例件22では， ~でる~ ~わたる~ ~くる~ ~おりる』が用いられ， ~園
固から匿週に/へ~する』によって，場所①において開始され，場所

②において終了する移動が示されている。

さて，以下の例23-27では， ~くる~ ~かえる~ ~あがる~ ~はいる~ ~のる』
が『園から ~する』という結合において用いられているが，移動の終了

場所が文脈から明らかであるために省略されている，上記の例 19-22に類する
例だろう。

(23)信夫が，中学を出る年であった。主盟主主主，従兄の隆士が遊びに来た。
(~塩狩峠~ 127) 

(24) 信夫が学校から帰ると，待子がとんできた。(~塩狩峠~ 113) 
(25) ["離れの雪の間だよね?J

「そう」

「じゃ，皆さん，よよ丘ユム上がってついてきてくださーいJ(~六番目の
小夜子~ 276) 
(26)学校に入るには，長い坂を登り，橋を渡って王軍主主入る方法と，駅
からー直糠に国道の下の川べりを通り，校庭の方からあまり使われてい

ない崖下の細い階段を登っていく方法とがある。(~六番目の小夜子』
292) 

(27)研究所から尾行した，といった。とすれば孝平の日常についてかなり
知っていると考えてもいいだろう。一つ向こうのドアから乗るというの

は，し、かにもあの女のやりそうなことにも思えた。(~JIの上の向日葵』
44) 

例23は『大阪から 東京(の信夫の家)に くる』と解釈できる。「大阪」に
おいて開始され， ["東京(の信夫の家)Jにおいて終了する移動が示されている。

例 24は『学校から (自分の)家に かえる』と解釈できる。「学校」において

開始され， [" (自分の)家Jにおいて終了する移動が示されている。例25は『こ

こから 座敷に あがる』と解釈できる。「ここ」において開始され座敷」

において終了する移動が示されている。例26は『正面から 学校に はいる』
と解釈できる。「正面」において開始され， I学校(の中)Jにおいて終了する移

動が示されている。例 27 は~--つ向こうのドアから 電車に のる』と解釈

できる。「一つ向こうのドアJにおいて開始され電車(の中)Jにおいて終了

する移動が示されている。

第3に，移動の目的地を表す「闘に/へjが「園から」と共起している

例をあげる。
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岡田幸彦「現代日本語の移動動詞と場所名詞の格J

(28) 1自動車事故だそうですね」

「ええ，自分で運転していた車が谷に落ちたんです。京都の監亙主主主用

山貨道J;むかう途中で、で、すJ(~悪霊の午後・上~ 23) 

例 28では， ~鞍馬から 周山街道にむかう』によって鞍馬Jにおいて

開始され周山街道」をめざす移動が示されている。『匿自から 屋圏

に/へ むかう』によっては，場所①において開始され，場所②を目的地とす

る移動が示される。

第 4に，移動の開始場所を表す「園を」が「歯からj と共起している

例をみる。

(29)それで3 パルパリーゴは，帰宅するのだったら使うのとは反対側の出

ム旦主こ主， 7..己ー貰宣邸主出たのだった。(~レパントの海戦~ 17) 

例 29では， ~反対側の出入口から 元首官邸を でる』によって，より詳細
にみると「反対側の出入口jにおいて開始される移動，より大きく見ると「元

首官邸」において開始される移動が示されている。哩聞から 塵酉を

でる』によっては，具体的には場所①において開始される移動，より大きく見

れば場所②において開始される移動が示される。

以上場所|から」について，次の用法をみてきた。いずれの用法において

も， 11場所|からJは移動の開始場所を表している。

(a) ~園から ~する』という結合によって，その場所において開始され
る移動が示される用法(例2113114参照)

(b) ~匿聞から匿圏まで~する』という結合によって，場所①にお
いて開始され，場所②において終了する移動が示される用法(例 l参照)

(bc) ~匿亙習を優圏から擾閏まで~する』という結合によって，
場所②において開始され，場所③において終了する，場所①において行われる

移動が示される用法(例5参照)

(c) ~匿国から匿圏を~する』という結合によって，場所①におい
て開始され，場所②において行われる移動が示される用法(例 15-18参照)

(d) ~匿週から匿週に/へ~する』という結合によって，場所①にお
いて開始され，場所②において終了する移動が示される用法(例 19-22参照，

例23-27は「房斎否|に/へj が省略されている)

(e) ~匿mCDIから 匿査室|に/へ ~する』という結合によって，場所①にお
いて開始され，場所②をめざす移動が示される用法(例28参照)

(f)~匿圏から匿豆習を ~する』という結合によって，具体的には場所
①において開始される移動，大きくみれば場所②において開始される移動が示

される用法(例 29参照)

「匿週から」は，さまざまな移動動調とともに用いられて，移動の開始場所

を表す。「陽所|から」はともに用いられる移動動調に依存せずに文法的意味と
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して移動の開始場所を表し，修飾語的・限定語的に移動の開始場所についての

情報を与える，ということができる。なお，荒(1975)が「起点」と「出発点」

とをわけでいることを前にみたが，その動詞によって示される移動の開始場所

を表すという点は共通しているだろう。

ところで，次の例 30ではパス(の中)Jにおいて終了する移動とパス

に のったj後，駅前において開始される移動とが示されている。「駅前から」

によってパスに のった」後の移動が開始される，という意味が与えられ

ているのである。

(30) 監藍主主::'.~Z-J:::乗り，静かな住宅街の入口で降りた。(~幻世の祈り』
37) 

2.2 移動の開始場所を表す n場所を』
今度は，ともに用いられる「場酬をjが移動の開始場所を表している動詞

をみてみる。

1.1でみたように，例 2~食堂から でる』では，移動の開始場所が「食堂

から」によって表されているのに対し，例 3~教室を でる』では，移動の開
始場所は「教室を」によって表されている。つまり， ~でる』の開始場所を表

すために園から」が用いられる場合と闘を」が用いられる場合の

両方がある。

「園からJIこよっても園をJによっても移動の開始場所を表すこと

ができる動詞として， ~でる』のほかに， ~おりるJ] ~さるJ] ~はいる』などを挙
げることができる。

(13) 走って出てみると，父が車から降りるところだった。(~塩狩峠J] 32) 
(3 1)運転手もタクシーをおりて，彼の背後に立っていた。(~悪霊の午後・
上J]84) 

例 13~車から おりる』では「車からJによって移動の開始場所が表され
ているのに対し，例 24Iタクシーを おりる」では「タクシーをj によって

移動の開始場所が表されている。

(14)信夫は，三堀峰古が給料紛失の犯人であることに気づいたが，三堀と

いう人聞が，このまま盤墨色皇去るのは憐れに思われた。(~塩狩峠J]268)
(32)自分が払盟主去っても，ふじ子はここにこうして，ただ寝ているより
仕方がないのだと思うと，ただちに転勤を告げることはできなかった。

(~塩狩峠J] 294) 

例 14~職場から さる』では「職場から」によって移動の開始場所が表さ

れているのに対し，例 32I札幌を さる」では「札幌をj によって移動の開
始場所が表されている。

(26)学校に入るには，長い坂を登り，橋を渡って耳亜主主入る方法と，駅

から一直線に国道の下の川べりを通り，校庭の方からあまり使われてい
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ない崖下の細い階段を登ってし、く方法とがある。(~六番目の小夜子』
292) 

(33) マンションの玄関を入って二人はエレベーターの前に立った。(~悪霊

の午後・上~ 118) 

例 26~正面から はいる』では「正面から」によって移動の開始場所が表

されているのに対し，例 33~玄関を はいる』では「玄関を」によって移動
の開始場所が表されている。

『はなれる』も園からJI園を」両方によって移動の開始場所を表す

ことができる動詞である。

(34) 涼之助は慌てて部屋の前から離れた。(~山批@上~ 35) 

(35)三堀の隣人になろうとして，三堀の真の友人になろうとして，ふじ子

のいる且昼主離れ，この旭川までやって来た自分を信夫は思った。(~塩
狩峠~ 303) 

例 34~部屋の前から はなれる』では部屋の前からJが移動の開始場所

を表していて， I部屋の前Jにおいて開始される移動が示されているのに対し 3

例 35~札幌を はなれる』では札幌をJが移動の開始場所を表していて，

「札幌」において開始される移動が示されている。

しかし，例 4~馬見原の前を とおる』例 5~海岸通りを端から 端まで
あるく』例 16~ーツ木通りから TBSのそばを ぬける』にみるように，

『とおる~ ~あるく~ ~ぬける』とともに用いられている「園を」は，
移動の開始場所ではなく，移動中の場所を表している。『とおる~~あるく~~ぬ

ける』以外にも， 3でみるように，ともに用いられる「闘をjが移動中の場

所を表す動調が存在する。つまり園をjが移動の開始場所を表すのか，

それとも，移動中の場所を表すのかは，結合相手の移動動詞に依存して決定さ

れるのである。これは結合相手の移動動調の語葉的意味の特性の現れであると

解釈できる。

2.3 r層面から』と『瞳聞を』の遣い
2.1でみたように場所|からJはどのような移動動詞とともに用いられで

も移動の開始場所を表ず而こ対し， 2.2でみたように， I匿司を」は『でる~~お
りる~ ~さる~ ~はいる~ ~はなれる』など特定の動調とともに用いられた場合
に移動の開始場所を表す。例 2~食堂から でる』は『食堂を でる』に，例
13~車からおりる』は『車をおりるJ に，例・14 ~職場から さるJは『職
場を さる』に，例 26~正面からはいる』は『正面をはいる』に，それ
ぞれ言い換え可能で、ある。また，例 3~教室を でる』は『教室から でる』

に，例 31~タクシーをおりる』は『タクシーから おりる』に，例 14~札
幌を さる』は『札幌から さる』に，例 33~玄関をはいる』は『玄関か
ら はいる』に，例 35~札幌をはなれる』は『札幌から はなれる』に，
それぞれ言い換え可能である。

しかし，これらの動調に関して圏から」と「闘を」が，常に相互に
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置き換え可能である，というわけで、はない。例 19W食堂から 廊下に でる』

は『食堂を 廊下に でる』と言い換えることはできない。例 22W国道から

河原へ(と) おりる』も『国道を 河原へ(と) おりる』に言い換えることは

できない。次の例 36W渋谷から 二四六に はいる』も『渋谷を 二四六に

はいる』と言い換えることはできない。

(36)迭盆主主二旦さ1;';入り，三軒茶屋をすぎるとネオンの数も少なく，街

も暗くなった。 (W悪霊の午後@上j]55) 

例 19/22/36は，どうして「園からj を「園をj に置き換えることがで

きないのだろうか。

例 19/22/36には陽所に/へ」によって移動の終了場所が明示されている

としづ共通点がある。『場所|から ~する』によって移動の開始が示される場

合には，移動の開始とそ例麦の移動が f線j的に表されているのに対し， W園
困を ~する』によって移動の開始が示される場合には，移動の開始，つま

り「出発」を移動全体からとりだして「点」的に示している，と考えられる。

『園に/へ ~する』によって移動の終了が示される場合にも，移動の終了，

つまり「到着」を移動全体からとりだして「点」的に示していて点J的な

「出発j と点」的な「到着」という， I二点」を同時に表すことが困難であ

るからだろう。

それに対して，移動の開始とその後の移動を「線J的に示す『園から ~ 
する』は線」としての移動表現を完結させるために，移動中の場所，移動

の終了場所，移動の目的地のどれかが明らかであるか，それを明示する表現が

必要なのである。 2.1の『園から ~する』の用法をもう一度振り返ってみ

る。

(a) WI場開から ~するj](例2W食堂から でる』例 13W車からおりる』

例 14W扇からさるj])および(r)唱団から匿園を~するj](例

29 W反対側の出入口から 元首官邸を でるj])では，移動中の場所，移動の

終了場所，移動の目的地を明示する表現が用いられていないが，例2W食堂か

ら でる』は「廊下にJ，例13W車から おりる』は「地面にJ，例 14W職場
から さる』は「職場以外の所にJ，例29W反対側の出入口から 元首官邸を
でる』は「元首官邸の外に」など，移動の終了場所や目的地を容易におぎなう

ことができる。

また， (b)一 (e)では，移動の開始及びその後の移動の「線J的な表現が，

移動中の場所，あるいは，移動の終了場所，移動の目的地を明示する表現とく

みあわせられることによって，移動を「線」として表している。 (b)W匿酉

から匿週まで~するj](例 1W函館から小樽まで、 くるj])では，場所

①において開始されてから場所②において終了するまでの移動が示される O

(bc) W雇閏を塵園から塵圏まで~するj](例 5W海岸通りを端

から 端まで あるくj])では，場所②において開始されてから，場所①にお

いて空む坐，場所③において終了するまでの移動が示される。 (c)W匿亙illlか
ら陽所②|を~するj](例 15W駅から)I[べりを とおる』他)では，場所

①に云いて開始されてから，場所②において行われる移動が示される。 (dH園
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国カミら匿盟に/へ~する~ (例川食堂から廊下にでる』他)で
は，場所①において開始されてから場所②に到着するまでの移動が示される。

ω唱団から雇薗に/へ~する』細川鞍馬から周山街道にむ
かう~)場所①において開始されてから，場所②をめざす移動が示される。
一方， 1園を」が用いられて「出発」が「点」的に表されている場合には，

その後の移動については言及されないため，移動中の場所，移動の終了場所，

移動の目的地の表現をともなうだけではその後の移動を表すことはできず，出

発後の移動を明示したい場合には，たとえば，他の動詞を用いる，という方法

がとられる。

(37) 夕方になると菊地はそそくさと金韮主出て志蒐K長tJt~"~立。 (W悪霊
の午後・上~ 223) 
(38)エレベーターをおり B がらんとした長い廓ヨ主安ど主自室の扉をあけ

た。 (W悪霊の午後・上~ 11) 

例 37では， 1会社を でて」によって出発が示され， 1赤坂に おもむいた」

によって出発後の「赤坂Jをめざす移動が示されている。例 38では， 1エレベ

ーターを おり」によって出発が示され廊下を あるいてj によって出発

後の f廊下Jにおける移動が示されている。

あるいは，次の例 39のように，語葉的意味として方向を表している名詞に
よる表現をともなう，という方法がとられる。

(39) 国宝なかL;入り，たまった郵便物を取った。 (W幻世の祈り~ 81) 

例 39W円を なかに はいる』では門をJが出発地点」であり，同
時に「外と中との境界」でもある場所を表していて， w門を はいる』によっ
て「外から中への移動jが「出発」として示されている。同時に，語葉的意味

として方向を表す「なかにj が， 1 (外から)中にJとし、う方向における移動で

あることを示している。

富島(1972:564)は， rでる~rでてくる』を例に， 11'"'-'から」は「でてくる」
の形と結ひ、ついていることでわかるように，経過に重点をおいた具体的な表現

で 1'"'-'を」は結果に重点をおいた，より抽象的な表現であるかもしれない。j

という位置づけをしてい型これは圏から」が用いられている場合は

「線」的な表現であり陽所|を」が用いられている場合は「点j的な表現で

あることを経過J1結果」というとらえ方をしたのだろう。

3 移動中の場所を表す f闘を』

1の例4r馬見原の前を とおる』の「馬見原の前をJ，例 5r海岸通りを 端

から 端まで あるく』の「海岸通りをJ，2.1の例 16rーツ木通りから TBS 
のそばを ぬける』の ITBSのそばを」などですでに見たように，移動中の場
所を表すためには， 1園を」が用いられる。例 5は「端からJ1端までJと，

例 16は「ーツ木通りから」と，それぞれ共起しているが， wあるく~rぬける』
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は，移動中の場所を表す「園を」のみとともに用いられる場合もある。

(40)秋陽のまぶしい札幌の町を，信夫は急ぎ足で歩いていた。 (W塩狩峠』
259) 
(41)急いで中央待ち合い室を抜け，入り口のところに行くと，担架はもう，

かつぎこまれたあとだった。 (W夏の庭~ 43) 

例40W札幌の町を あるく』では， I札幌の町をJが移動中の場所を表して

いて， I札幌の町」における移動が示されている。例41W中央待ち合い室を ぬ
ける』では， I中央待ち合い室を」が移動中の場所を表していて， I中央待ち合

い室」における移動が示されている。

以上のほか闘を」が移動中の場所を表している例として，次のような

ものをあげることができる。

(42)色とりどりの傘をさした男女がまるで蟻の行列のように横断歩道をわ

たり尾張町の方向にすすんでし、く。 (W悪霊の午後・上~ 9) 

(43)アカシアの並木をしばらく行って左に曲がると，

「そこの三軒目(けんめ)の家だよ」

と，吉川がアゴでさし示した。 (W塩狩峠~ 231) 

(44)受付でいわれた通りに塵王主すすむと，すぐ人の通りは減って，内科

の受付に出た。 (W丘の上の向日葵~ 285) 
(45)返事がない。二階にもいそうもないが，気持ちのせくままに監監主あ
がった。 (W丘の上の向日葵~ 197) 

(46) 容子が珍しくパテ気味で監監主登っている。 (W六番目の小夜子~ 57) 

例42W横断歩道を わたる』では横断歩道を」が移動中の場所を表して

いて， I横断歩道」における移動が示されている。例43Wアカシアの並木を い

く』では， Iアカシアの並木をJが移動中の場所を表していて， Iアカシアの並

木」における移動が示されている。例44W廊下を すすむ』では廊下を」
が移動中の場所を表していて， I廊下Jにおける移動が示されている。例45W階
段を あがる』では， I階段を」が移動中の場所を表していて階段」におけ

る移動が示されている。例46W階段を のぼる』では， I階段を」が移動中の
場所を表していて階段」における移動が示されている。

ところで， 2.2でみた例 31Wタクシーを おりる』ではタクシーを」が
「出発地点j を表していてタクシー」において開始される移動が示されて

いた。ところが次の例 47W階段を おりる』では階段をJが移動中の場所
を表していて階段j における移動が示されている。「匿司を」によって示

される場所において移動が行われるという点は例4/5/16/40--46と共通している。

(47)二階の廊下でまた声をあげた。「すみませーん」

誰もいなかった。「これで管理人といえるかよJと憎まれ口をききな

がら監墜主おりた。 (W丘の上の向日葵~ 197) 

『園を おりる』が，その場所からの出発を表すのか，それとも，その場
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所における移動を表すのかは， 1タクシーJ(乗物)か，それとも， 1階段J(径

路・通路)か，という闘をj として用いられる名詞の種類の違いに依存

している。

この『園をおりる』の場合をのぞけば， ~闘を~する』が，ある場
所からの出発を表すのか，それとも，ある場所における移動を表すのかは， 2.2 

で考察したように，結合相手の移動動調に依存して決定されている。 2.2でと

りあげた，例 3~教室をでる』例 32 ~札幌を さる』例 33~玄関を はい
る』例 35~札幌を はなれる』では，結合相手である『でるJl~さるJl ~はい
るJl~はなれる』に依存して， 1園をJの「出発地点」という文法的意味が
決定されているのに対し，ここでとりあげた，例4~馬見原の前を とおる』
例 5~海岸通りを端から端まであるく』例 40 ~札幌の町をあるく』例
16 ~ーツ木通りから TBSのそばを ぬける』例 41~中央待ち合い室を ぬ
ける』例42~横断歩道を わたる』例 43~アカシアの並木を いく』例44~廊
下をすすむ』例 45~階段をあがる』例 46 ~階段をのぼる』では，結合
相手である『とおるJl~あるくJl ~ぬけるJl ~わたるJl ~し、くJl ~すすむJl ~あがる』

『のぼる』に依存して， 1園を」に移動中の場所という文法的意味が決定さ

れている。いわば，結合相手である移動動詞が出発地点j あるいは移動中

の場所という文法的意味を闘をJに与えている。これはその動詞の語葉

的意味の特性の現れである，と解釈できる。

さて， ~雇国を匿園に/へ~する』によって，場所①において移動
が行われ，場所②に到着することを表すのは困難だろう。次の例 48--49では，
場所名詞ではなく方向を表す名詞(句)が 100に」という形式で用いられてい
る。

(48) 1この奥を芹生の里のほうに行ってくださいJ(~悪霊の午後・上Jl 80) 

(49)二つ先の駅に行く道はいくつかあったが，常識的には駅前に出て陸橋

を渡り，大きな国型盤主酉に進むことになる。(~liの上の向日葵Jl253) 

例48~この奥を 芹生の里のほうに いく』ではこの奥」において「芹
生の里のほうに」という方向で行われる移動が示されている。例 49~団地脇
を 西に すすむ』では団地脇」において「西に」という方向で行われる

移動が示されている。

2.3では， ~匿困を陸国に/へ~する』によって出発と到着を同時に
示すことがないのは， ~I場所を ~する』は移動の開始である「出発Jを「点」

的に表し， ~陽所|に/へ ~する』は移動の終了である「到着」を「点」的に

表すためであることを考察した。『匿亙習を 匿互盈に/へ ~する』によっ

て，場所①において移動が行われて場所②に到着することを表すのが困難であ

るのは，このような『園を ~する』が，ある場所において行われる移動，

すなわち，ある場所を「経由」することを，移動全体からとりだして「点」的

に表していて経由」と「到着」という「二点」を同時に表すことが困難で

あるからだろう。

ところで経由地点」を表す「屈をJについて，奥田(附-72)が「う
つりうごくところJIとおりぬけるところJという下位分類をおこなっている
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ことを前にみた。どちらも「経由地点」が表されているという点は共通してい

る。「園を」によって「経由地点Jが表される場合の下位分類については，

今後の課題としたい。

4 移動の轄了場所を表す『画まで』と『画Iこ/へj

1では園まで、JI闘に/へ」という 2種類の格が移動の終了場所を表

すことをみた。移動の開始場所が園まで」によって表される場合と， I園
固に/へ」によって表される場合には，どのような違いがあるだろうか。

4.1 移動の終了場所を表す rj場所まで』

まず，ともに用いられる「場所まで」が移動の終了場所を表している動詞

をみてみる。

1の例 1W函館から企壁主主くるJ例 5W海岸通りを端から撞主主
あるく』例 6W桜の木の下まで いく』では， wくるJlWあるくJlWし、く』とと
もに用いられている「園まで、」が移動の終了場所を表している。「園まで」

は，他に，どのような動詞とともに用いられる場合に移動の終了場所を表すの

だろうか。

(50)この天気の下，しかも夜になって，あとひとまたぎで埼玉県になると
いう葛飾区のこのあたりを訪ね，さらに千葉の西船橋まで帰るとなると，

これは大仕事になる。 (W火車Jl14) 
(51)駒田が口のなかで何やら文句を言ったようだったが，あえて聞こえな

いふりをして，少女の前まで進み，

「大丈夫? どこか痛い」

彼女と同じ日の高さになって訊ねた。 (W幻世の祈りJl18) 
(52)平生は滅多にこの部屋には人を入れなかったが，今日はわざわざロビ

ーまでおりるのが面倒くさかった。 (W悪霊の午後・上Jl63) 
(53) Iじゃム監主主階段で登るわけ?J (W雲の宴・上Jl16) 
(54)十時すぎに家のある駅におり，庄盟主主出て孝平は，暫く立ち止まっ

た。(~丘の上の向日葵Jl 50) 

例50W西船橋まで かえる』では西船橋までjが移動の終了場所を表し
ていて西船橋」において終了する移動が示されている。例 51W少女の前ま

で すすむ』では， I少女の前まで」が移動の終了場所を表していて， I少女の

前」において終了する移動が示されている。例 52~ロビーまで おりる』で
は， Iロビーまで」が移動の終了場所を表していて， Iロピー」において終了す

る移動が示されている。例 53~八階まで のぼる』では八階まで」が移動
の終了場所を表していて八階」において終了する移動が示されている。例

54 W広場まで でる』では広場まで」が移動の終了場所を表していて， I広

場」において終了する移動が示されている。

以上9 例 115/6/50-54で， ~陽閉まで ~するJl(例 115では他の格の場所名

詞と共起)が，その場所において終了する移動を示す例をみてきた。「匿司ま
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でJは， ~あるくj] ~くるj] ~いくj] ~かえるj] ~すすむj] ~おりるj] ~のぼるj] ~で
る』とともに用いられる場合に，移動の終了場所を表す。

4.2 移動の終了場所を表す『場所に/へ」

今度は，結合相手の「陽所|にへJが移動の終了場所を表している動詞をみ

てみる。

1 の例 7~おじいさんの家にいく』例 8~島につく』例 9~教会へいく J

例 10~研究所へつく』において，閣に/へ」が移動の終了場所持して
いる。「園lこ/へ」が『いくj]~つく』以外の動詞とともに用いられて移動の
終了場所を表す例をあげる。

(55) I永野，北海道に来て君は感傷的になっているんだJ(~塩狩峠j] 245) 
(56) 就職したばかりで9 二，三年で夏亙i三帰るとは言いかねた。(~塩狩峠』
238) 

(57) 馬見原は，無造作に靴を脱いで上がり，星盟二三進んだ。(~幻世の祈り』
84) 

(58)洋服を着かえ，部屋を出てロビーにおりるとすでに府中や英子や出迎

えに来てくれた男が立っていた。(~悪霊の午後・上j] 107) 

(59)冴子は人気のない超高層ビノレの量よ監ι登ると，深夜営業の喫茶店に
入札窓際の席に坐った。(~雲の宴・上j] 394) 

(60) 全員は，いわれたとおり机の中に給料を入れた。そして，和倉一人

が部屋に残り，全員は廊下に出た。(~塩狩峠j] 267) 
(61)こういうことがあるんだよなあ，と千円札を出しながら星生壁ι入
り，くずして貰おうと管理室をのぞくと，中年女性の管理人工藤さん

の姿がない。(~丘の上の向日葵j] 197) 
(62) 菊地はエレベーターにのって，教えられた階でおりた。(~悪霊の午後・
上j]172) 

(63)翌朝，信夫は三堀峰吉の家を訪ねた。峰吉は眠い目をこすりながら，

ふきげんな顔で起きてきた。しかし信夫はかまわずに，自分から進んで

蓋皇国ι上がり，峰吉とその母を前に言葉を切った。(~塩狩峠j] 277) 
(64) 食事が終わると，女たちは茶の間に移った。(~塩狩峠j] 228) 

例55~北海道に くる』では， I北海道に」が移動の終了場所を表していて，

「北海道j において終了する移動が示されている。例 56~東京に かえる』
では， I東京にJが移動の終了場所を表していて， I東京」において終了する移

動が示されている。例 57~居間へすすむ』では居間へj が移動の終了場
所を表していて居間」において終了する移動が示されている。例58~ロビ

ーに おりる』ではロビーに」が移動の終了場所を表していてロビーj

において終了する移動が示されている。例59~最上階に のぼる』では最

上階にJが移動の終了場所を表していて最上階」において終了する移動が

示されている。例60~廊下に でる』では廊下に」が移動の終了場所を表

していて， I廊下」において終了する移動が示されている。例 61~厚生棟に は
いる』では厚生棟に」が移動の終了場所を表していて， I厚生棟」において

終了する移動が示されている。例 62~エレベーターに のる』ではエレベ
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ーターに」が移動の終了場所を表していてエレベーター」において終了す

る移動が示されている。例63~茶の間に あがる』では茶の間に」が移動

の終了場所を表していて r茶の間」において終了する移動が示されている。
例 64~茶の間に うつる』では， r茶の間にJが移動の終了場所を表していて，
「茶の間j において終了する移動が示されている。

以上，例 7-10/55-64で， ~陽所にへ ~するJが，その場所において終了
する移動を示す例をみてきた~ 0 r場所|に/へ」は， ~いく~ ~つく~ ~くる~ ~か

える~ ~すすむ~ ~おりる~ ~のぼる~ ~でる~ ~はいる~ ~のる~ ~あがる~ ~うつ
る』とともに用いられる場合に，移動の終了場所を表す。

4.3 r圃ま型と『圃に/へJの違い

4.1では， r陽所|までj が『あるく~ ~くる~ ~し、く~ ~かえる~ ~すすむ~ ~お
りる~~のぼる~~でる』とともに用いられて移動の終了場所を表すことを， 4.2 
では， r園に/へ」が『いく~ ~つく~ ~くる~ ~かえる~ ~すすむ~ ~おりる』
『のぼる~ ~でる~ ~はいる~ ~のる~ ~あがる~ ~うつる』ともに用いられて移

動の終て場所を表すことをみてきた。「匿盟まで」が移動の終了場所を表す場

合と陽所に/へj が移動の終了場所を表す場合の違いを考察してみたい。

まず園までj と「園に/へ」の置き換え可能性を検討してみると，

次のようになる。

(α)例5~海岸通りを端から端まであるく』は『海岸通りを端から

撞巳 あるく』に言い換えることができない。

『あるく』の終了場所を表すためには「園まで」が用いられる。

(s)例 1~函館から企盟主三くる』は『函館から企撞ι/.r--..くる』
に，例 6~桜の木の下までいく』は『桜の木の下に/へいく』に，例 50 ~西

船橋までかえる』は『西船橋に/へかえる』に，例 51~少女の前まです
すむ』は『少女の前に/へすすむ』に，例 52~ロビーまでおりる』は『ロ
ビーに/へおりる』に，例 53~八階までのぼる』は『八階に/へのぼる』

に，言い換えることができる。

一方，例 7~おじいさんの家に いく』例 9~教会へいく』は『おじいさ
んの家までいく~ ~教会までいく』に，例 55 ~北海道に くる』は『北海
道に くる』に，例 56~東京にかえる』は『東京までかえる』に，例 57
『居間へすすむ』は『居間まですすむ』に，例 58~ロビーにおりる』
は『ロビーまでおりる』に，例 59~最上階にのぼる』は『最上階までの
ぼる』に，言い換えることが可能である。

『し、く~ ~くる~ ~かえる~ ~すすむ~ ~おりる~ ~のぼる』の終了場所を表すた

めには「圏までJr園に/へ」どちらも用いられうる。
(γ)例 54~広場まででる』は『広場に/へでる』に言い換えることがで
きる。しかし，例 60~廊下に でる』は『廊下まででる』に言い換えるこ
とができない。

『でる』は，用法によって，終工望所を表すために「匿車までJr匿週に/へ」
どちらも用いられうる場合と陽所I~こ/へ」のみが用いられる場合がある。
( d )例 8~島につく』例 10 ~研究所へつく』は『島までつく~ ~研究
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所までつく』に，例 61~厚生棟にはいる』は『厚生棟まではいる』に，
例 62~エレベーターに のる』は『エレベーターまでのる』に，例 63~茶
の間に あがる』は『茶の間まであがる』に，例 64~茶の間に うつる』
は『茶の間まで うつる』に，言い換えることができない。

『つく~ ~はいる~ ~のる~ ~あがる~ ~うつる』の終了場所を表すためには「園
固に/へ」が用いられる。

「陽戸|までJは，結合可能である移動動詞とともに用いられれば，移動の終

了場面を表す。「雇圏まで」は，結合相手の移動動調に依存せずに，移動の終

了場所を文法的意味として表していて，修飾語的・限定語的に移動の終了場所

についての情報を動詞に与える，ということができる。荒(1977)が「終点」

と fゆくさき」の区別をおこなっていることは前にみたが，その動詞によって

示される移動が「園まで、J~こよって示される場所において終了するという
点は共通しているだろう。

次の例65~どこまでも どこまでも のる』は， ~電車に のる』によって
示される電車(の中)への移動Jの後の移動を示すために用いられている。

これは「どこまでも どこまでもJが.~のる』に， r電車(の中)への移動jの
後の移動という意味を与えているのである。

(65)ただ行き当たりばったりに電車に乗り，とにかくどこまでもどこまで

も乗り，行き当たりばったりの駅で降りる。(~ポプラの秋~ 11) 

「園まで」と異なり園に/へ」には，特定の動詞と用いられて移動の

終了場所を表す用法のほかに， 1 の例 ll~宿に むかう』例 12~流し台へむ
かう』にみるように， ~むかう』など特定の動詞とともに用いられて，そこを
めざして移動する目的地を表す用法がある。つまり，移動の終了場所を表すか，

それとも，移動の目的地を表すか，という「闘に/へjの文法的意味は，結

合相手の移動動詞に依存して決定されるのである。これはその動詞の語葉的意

味の特性の現れである，と解釈できる。

次に場所|までJr場所|に/へ」どちらとも結合しうる動詞の用法に基づい
て陽所までj と「陽所に/へ」の違いを考察してみる。

以下の2つの例では，移動の途中で何らかの事態が生じたことが示されてい

るが，その場所を示すために園まで」が『いく~ ~くる』とともに用いら
れている。

(66)ぼくの足は勝手にそのおばさんのところまで行くと，ぴたりと止まっ

た。(~夏の庭~ 43) 
(67)赤煉瓦で有名な興農社の所までくると，何か大声が聞こえた。みると，

一人の男が外套も着ないで，大声で叫んでいる。(~塩狩峠~ 269) 

例 66では，移動の途中， rおばあさんのところ」において，足が「とまった」
ことが示されている。例 67では，移動の途中， r興農社の所」において，一人
の男が「大声で叫んでいる」ことが示されている。これは園までj が用
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いられた場合には，移動を「線」的にとらえ，その区切りとして移動の終了場

所を表しているためだろう。例 66iそのおばさんのところまで いくとj を

「そのおばあさんのところに いくと」に，例67I興農社の所まで くるとj

を「興農社の所に くるとJに，それぞれ置き換えると，移動の途中で何らか

の事態が生じたことではなく，移動が終了した後に何らかの事態が生じたこと

を示すようになる。

一方園こ/へ」について， 2.3で唱団を匿固に/へ~怜止

によって移動の開始と終了を同時に表すのが困難であることを， 3で『陽所①|

を匿週に/へ ~する』によ三三移動中であることと移動の終了を同時に

表すのが困難で、あることをみ陽所を」が移動の開始場所を表す場合には移

動全体から「出発j をとりだして場所を」が移動中の場所を表す場合には

移動全体から「経由」をとりだして， I場所|に/へ」が移動の終了場所を表す

場合には移動全体から「到着」をとりだして，それぞれ「点J的に表している

ためであることを考察してきた。

「匿薗まで」が用し¥S.tLている場合には終了に至るまでの移動を「線j 的に
とらえていること， I陽所|に/へ」が用いられている場合には移動全体から「到

着Jを「点」的にとりだしていることは，次の2伊jの対比によっても明らかに

なる。

(68)でも，どこまで行っても水平線にたどりつくことなんか，できっこな

いのだ。(~夏の庭~ 170) 
(69) どこにいっても，体臭に似た，すっぱいような臭いが漂っていた。(~雲

の宴・下~ 31) 

例 68Iどこまで いってもJが，移動が進行していく途中のどんな場所に

おいても，ということを表していて次の例 70Iいけども いけどもJと同じ
ことが示されているのに対し，例 69Iどこに いってもJは，どんな場所に

移動しでもその終了場所においては，ということを表している。

(70) I楓のような赤ではなくて，公孫樹のように黄色い方がいいの。行け
ども行けども樹という樹が黄色く輝いて，地面も黄色く遠くまで広がっ

て明るくて一一J(~丘の上の向日葵~ 325) 

移動の終了場所を表すために「匿週まで」が用いられる移動動調は，終了

にいたる移動を「線」的に表す動詞である。移動の終了場所を表すために「腸|

岡に/へ」が用いられる移動動詞は，移動の終了である「到着Jをきりとって

「点J的に表す動詞である。「雇薗までJ I匿~Iこ/へ」両方が用いられうる動
詞は，終了にいたる移動を「線」的に表すことも， I到着j をとりだして「点j

的に表すこともできる動調である。『で、る』の用法についていえば， ~広場に で
る』と言い換え可能な例 54~広場まで でる』が，終了にいたる移動を「線」
的に表していて到着」をとりだして「点」的に表せば『広場に でる』と

いう表現になるのに対し，例 60~廊下に でる』は，もともと「点」的にし
か表せない移動が示されているのである。ここには，移動の開始場所と終了場
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所が境界をはさんで接しているという現実の要因が関係しているのだろう。

5 移動の自的地を表す「同!こ/へ』

1および4.3で考察したように，例 11W宿に むかう』例 12W流し台へむ

かう』の「宿にJr流し台へ」は，そこをめざして移動する，という移動の目
的地を表していて園に/へ」の移動の目的地という文法的意味は，結合

相手である『むかう』に依存して決定されているのである。

移動動詞と結合し，移動の目的地を表している「闘に/へ」の例をあげる。

(71)夕方になると菊地はそそくさと会社を出て杢藍ζおもむいた。 (W悪霊
の午後・上~ 223) 
(72)次第に並ζ近づくにつれて，照美は意外なことに気づいた。 (W裏庭』

50) 

(73)京都のビジネスホテルに投宿した菊地は仕事関係の用事をすますとそ

の日の夕暮，南条の事故があった場所に出かけることにした。 (W悪霊の
午後・上~ 79) 

例 71W赤坂に おもむく』では赤坂に」が移動の目的地を表していて，

f赤坂jをめざす移動が示されている。例 72W河に ちかづく』では， r河に」
が移動の目的地を表していて河」をめざす移動が示されている。例 73W南

条の事故があった場所に でかける』では南条の事故があった場所に」が

移動の目的地を表していて南条の事故があった場所」をめざす移動が示さ

れている。『むかう』の場合同様， Wおもむく~ Wちかづく~ Wでかける』ととも
に用いられている「闘に/へ」の移動の目的地という文法的意味は，その動

詞に依存して決定されている。これは，これらの動調の語葉的意味の特性の現

れであると解釈できる。

6 まとめ

今までの考察に基づいて，移動動詞とともに用いられる場所名調の格につい

て，そして，その移動動調の語葉的意味の特性について，まとめてみる。(動

詞は引用順，動詞の後ろの数字は用例番号;※は転義の例)

6.1 移動の開始場所を表す格

i) r園からjは， W くる~ (山123)Wでる~ (釘19/29) Wあるく~ (5) Wおり
る~ (13/17/22) W さる~ (14) W とおる~ (15) Wぬける~ (16) W くだる~ (18) Wわ
たる~ (20) Wかえる~ (24) Wあがる~ (25) Wはいる~ (26/36) Wのる~ (27/30 
※) Wむかう~ (28) Wはなれる~ (34)など，さまざまな動詞とともに用いられ
て，移動の開始場所を表す。開始後の移動は線的にとらえられている。これは

「園から」が，結合相手の移動動詞に依存せずに持っている文法的意味で

あって，修飾語的・限定語的に，その動詞に移動の開始場所の情報を付加する。

ii) r闘を」は， Wでる~ (目的7) Wおりる~ (引138)W さる~ (32) Wはいる』
(33/39) Wはなれる~ (35)などの動詞とともに用いられて，出発地点を表す。
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「匿薗をJの出発地点という文法的意味は，結合塑杢の移動動詞によって決

定されるものである。これらの動詞は，いわば暢所|を」に出発地点という

文法的意味をあたえるのである。これは，これらの動調の語葉的意味の特性の

現れである。

6.2 移動中の場所を表す格

「闘をjは， ~とおる』は115) ~あるく~ (日0)~ぬける~ (凶141)~おりる』
(17/47) ~くだる~ (18) ~わたる~ (42) ~いく~ (43/48) ~すすむ~ (44/49) ~あ
がる~ (45) ~のぼる~ (46)などの動詞とともに用いられて，経由地点を表すo

f陽所|をjの経由地点としづ文法的意味は，結合相手の移動動詞によって決

定さ瓦るものである。これらの動詞は，いわば， I匿国を」に経由地点という

文法的意味をあたえるのである。これは，これらの動詞の語葉的意味の特性の

現れである。

6.3 移動の終了場所を表す格

i) I園まで」は， ~くる』什167) ~あるく~ (5) ~いく~ (6/66/68) ~かえる』
(50) ~すすむ~ (51) ~おりる~ (52) ~のぼる~ (53) ~でる~ (54) ~のる~ (65 
※)などの，終了にいたる移動を線的にとらえる動詞とともに用いられて，移

動の終了場所を表す。これは「園まで」が結合相手の移動動詞に依存せず

に持っている文法的意味で、あって，修飾語的・限定語的に，その動詞に移動の

終了場所の情報を付加する。

ii) I園に/へ」は， ~いく~ (7/9169) ~つく~ (8/10) ~でる~ (円160) ~わた
る~ (20) ~くる~ (21155) ~おりる~ (22) ~のる~ (30※162) ~はいる~ (36/61) 
『かえる~ (56) ~すすむ~ (57) ~おりる~ (58) ~のぼる~ (59) ~あがる~ (63) 

『うつる~ (64) などの動詞とともに用いられて，到着地点を表す。「園lこ/
へJの到着地点という文法的意味は，結合相手の移動動調によって決定される

ものである。これらの動調は，いわば園に/へ」に到着地点という文法

的意味をあたえるのである。これは，これらの動詞の語葉的意味の特性の現れ

である。

6.4 移動の目的地を表す格

「園lこ/へ」は， ~むかう~ (11112/28) ~おもむく~ (71) ~ちかづく~ (72) 
『でかける~ (73)などの動詞とともに用いられて，移動の目的地を表す。「陽|

聞に/へ」の移動の目的地という文法的意味は，結合相杢り移動動詞によっモ

決定されるものである。これらの動詞は，いわば I陽所|に/へJに移動の目

的地という文法的意味をあたえるのである。これは，これらの動詞の語葉的意

味の特性の現れである。
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The Verbs of Movement and the Cases 
for the Locative Nouns in Modern Japanese 

Yukihiko OKADA 

In modem Japanese, "PLACE-kara" (,Hakodate-kara kuru') and 
"PLACE-o" (' kyoositu-o deru') refer to the place where the relevant 
movement starts, "PLACE-o" (,kaigaNdoori-o aruku') refers to the place in 
which the movement is being made, "PLACE-made" (,Otaru-made kuru') 
and "PLACE-nile" ('ie-nile iku') refer to the place where the movement ends, 
and "PLACE-nile" (,yado-nile mukau') refer to the potential destination. 
What kind of the interrelationship is seen between the cases of nouns denoting 
place, and what kind of features of lexical meaning of verbs denoting 
movement reveals themselves from these grammatical facts? 

"PLACE-kara" denotes the staring place of movement and the course of its 
movement is interpreted as a "line", independently of the verbs co-occurring 
with the noun. "PLACE-o" denotes the starting point or the point passed, 
depending on the verbs co-occurring with the noun, and the starting or the 
passing involved is interpreted as a "point", that is "momentary"; this fact 
reveals a feature of lexical meaning of the verbs. "PLACE-made" denotes the 
ending place of movement and, when co-occurring with the verbs denoting 
movement, interpreted as a "line". "PLACE-nile" denotes the reaching point 
(where the arrival is interpreted as a "point") or a "potential destination", 
depending on the verbs co-occurring with that noun; this fact also reveals a 
feature of lexical meaning of the verbs. 

Key words: verbs of movement, locative nouns, cases 
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